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丹沢産ホンドモモンガの新知見

青木雄司

Yuji Aoki : New Note of Small Japanese Flying 

Squirrel Ptero1η'YS momonga in Tanzawa Mountain 

はじめに 死体からの知見

ホンドモモンガは本州－四国－九州l二分布する

日本固有種である。本種は環境庁（1991）によって

希少種、神奈川県においても危慎種とされている

（中村，1995）。

県内での確実な記録は丹沢札掛においてのみで

ある（柴田，1964.浜口，1989）。今回、札掛産の

死体を子にいれることができた、また、新たにい

くつかの観察例を収集できたのであわせて報告す

る。

報告するにあたり、死体を筆者に一任していた

だいた中村令子氏、目撃情報をいただいた田口

明・中田利夫－中村道也－平田寛重・藤井幹・山

崎裕各氏、ご指導いただいた平塚市博物館の浜口

哲一氏に深く感謝する。

1994年3月24日に札掛在住の中村令子氏が散歩

中に国民宿舎丹沢ホーム付近の登山道脇で、新鮮な

死体を拾得した。死体はすぐ冷凍され、筆者の子

に渡った。死体は口から小量の出血が見られた他

は、外傷は見あたらなかった（図l、2）。身体の

上面は茶褐色で下面は白色であった。前足は4本

指で直径3mm程の肉球があった（図3）。後足は

5本指で、前と後足を結ぶ飛膜は未発達であった。

各部の計測値は、頭胴長108.Smm、尾長84.0mm、

後足長31.0mm、耳介長16.Smmであった。各部の

計測値、皮膜の発達具合等から幼獣と判断された。

性別は幼獣のため外見からは不明であったが、解

剖の結果メスと判別できた。

消化管の中には小量の食物があり、乳白色の紛

表 1.観察記録

観察場所 観察時期 観察内容 観察者

伊勢原市大山 1960年代後期 ネコが捕まえてきた 平田寛重

清川村煤ヶ谷札掛 1990年頃 午前9時頃、メタセコイアの葉軸を食べて 田口明

いるのを目撃

清川村煤ヶ谷大洞 1992年頃 夜、飛行するのを目撃 中村道也

山北町帯沢 1994年5月 昼、木に駆け上がるのを目撃 山崎宏

大石バンガロー付近

清川村煤ヶ谷黒岩 1994年7・11月 夜、飛行するのを目撃 中田利夫

津久井町鳥屋 1995年3月 夜、滑空するのを目撃 藤井幹

八丁の滝付近

秦野市蓑毛柏木林道 1995年5月 モモンガが利用したと思われる巣箱を発見 中田利夫

清川村堂平 1995年7月 モモンガが利用していると思われる樹洞 中田利夫

（ホオノキ）を発見
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粒 －茶色の植物片・体長約0.4mmのマダニ科と思

われるダニ類1頭があった。よく岨瞬されており

食物の判定にはいたらなかった。ダニ類は他の物

を食べる際に、まぎれ込んだものと考えられる。

本標本は液侵標本として平塚市博物館に保存し

である（標本番号HCM-50-486）。

新たな観察例

新たに確認された地点及び、食性に関する目撃

例を表 lに記した。

78 

参考文献

浜口哲一，I部7.i青JI仲村し掛で観察されたホンシュウモ
モンガについて．神奈川県自然史資料，侶；） 75-76. 

神奈川県レッドデータ生物調査団編，1995.神奈川

県レッドデータ生物報告書 ：晴乳類. 157-172. 

環境庁編集＇1991.日本の絶滅のおそれのある野生

生物.340pp.日本野生生物研究センタ一，東京．

柴田敏隆，1964.丹沢山塊のH甫乳動物．丹沢大山学

術調査報告書，338-343.神奈川県．

（青木雄司：丹沢自然保護協会）




